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加納隆至 ･大洋秀行 ･鈴木 晃
研究概要
1) 中央アフリカのザイール森林における野生
ボノボの研究
加納隆至 ･エレン-イングマンソンl)･
五百部裕2)･絹本千絵2)
ザイ-ル共和国ジョル地区ワンパ地方において
1973年より行われてきたボノボの社会および行動
についての現地調盃は,ザイールの政情不安定化
により中断した｡しかしこれまでに収集された資
料のうち下記についてとりまとめた｡
イ)単位集団問関係.ロ)母視の子に及ぼす社会
的影響,ハ)採金時の利き手,ニ)知能と道具使
用,ホ)狩猟と肉食,へ)オス問関係｡
2) ウガンダのチンパンジーの予察
加納隆至
1992年3月ウガンダ西南部の7森林においてチ
ンパンジーの密度と食性に関する予備調査を行っ
た ｡
3) 父子判定に基づくニホンザルの繁殖戦略の
研究
大沢秀行 ･光永捻子3)
生化学研究部門で開発した父子判定の技術を利
用し,ニホンザル雄の繁祇効率,および繁殖戦略
1)外国人研究員 2)大学院生 3)研修Ll
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